
重要文化財を守る ＴＨＫの免震装置

「運慶」作の重要文化財。大地震でも仏様はいつでも無事であるように。
ここ「伊豆の国市」の「願成就院」には、鎌倉時代に活躍した仏師・運慶の壮年期35才頃の真作である5

体の仏像が安置されています。阿弥陀如来坐像をはじめ、いずれも国の重要文化財に指定された仏像な
ので、巨大地震が起きたときに仏様をきちんと守れるのかと気になっていました。仏像には台座と結合す
るためのホゾがあり、倒れない工夫はされていますが、それだけでは不安で檀家の方々と共に一層の安
心を求め、守る為の検討をしていました。当初仏像の美術品的価値から収蔵庫でがっちり守ることを想定
していましたが、収蔵庫になると中で灯明もつけられず、線香もあげることができません。そんな中ある
設計会社を通じてＴＨＫの免震システムの提案を受け、免震効果の映像を拝見し、タイミング良く静岡の

「住まい博」にて免震体験車に乗りましたが、仏様の倒壊はこの免震で切り抜けられると思い、御堂と須
弥壇といわれる台の部分を鉄骨・鉄板で耐震補強してから仏様の下に免震装置を取り付けることにしま
した。駿河湾地震の時はまだ基礎工事中で免震を取り付けていませんでしたが、幸いこちらの震度は小
さなもので被害はありませんでした。現在は免震装置の設置も終了したので、安心しています。
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住職や檀家の方々をはじめ設計会社殿にもＴＨＫはもちろん詳しい免震のことについても知られておらず、苦労しました。
免震装置がどれくらいの効果があるか知っていただくため「免震体験車」にも乗っていただきましたが、体験車では「新潟中越
地震」規模の揺れを体験していただき、こんなにすごい揺れだったのかと、免震効果の凄さを皆さん驚かれたようです。この分
野での免震は、物体を守るのではなく神や仏を守るという気持ちを施主様と一体となり取り組む事が重要です。免震装置はい
い製品なので、今回の事例をきっかけに会社として全国の重要な仏像や美術品を守るという使命感をもって取り組んで行
きたいと思います。 
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